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師
浜
線
の

開
通
に
伴
い
地
元
の
名
望
家
ら
が

出
資
を
し
て
南
海
土
地
建
物
株
式

会
社
を
設
立
。
こ
の
会
社
は
、
芦

田
川
と
今
川
の
紀
州
街
道
以
西
に

高
級
住
宅
地
を
建
設
し
て
い
き
、

そ
の
一
つ
と
し
て
伽
羅
橋
駅
周
辺

に｢

キ
ャ
ラ
バ
シ
園｣

を
作
り
ま
し

た
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キ
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は
ア
メ
リ
カ

の
田
園
都
市
を
参
考
に
園
全
体
を

一
つ
の
公
園
の
よ
う
に
設
計
。
園

の
中
央
に
は
噴
水
を
設
置
し
、
道

路
は
白
色
に
塗
ら
れ
、
洋
風
住
宅

の
周
り
に
は
芝
生
や
木
で
、
豊
か

な
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
た
住
宅
地

と
し
て
開
発
さ
れ
て
い
き
ま
し

た
。
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ま
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阪
口
市
長
：
橋
爪
先
生
の
講
演
に
も

あ
り
ま
し
た
が
、
高
石
の
ま
ち
は
駅

の
発
展
と
と
も
に
賑
わ
っ
て
き
ま
し

た
。
そ
う
い
っ
た
歴
史
を
大
切
に
し

な
が
ら
、
新
た
な
発
展
の
た
め
に
令

和
５
年
は
多
世
代
交
流
の
象
徴
の
場

と
し
て
高
石
駅
前
を
整
備
し
て
い
き

ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、
社
会
実
験
で
体

現
し
た
よ
う
な
広
場
に
緑
豊
か
な

芝
生
空
間
を
広
げ
、
子
ど
も
連
れ

の
親
子
が
買
い
物
つ
い
で
に
遊
べ

る
場
や
、
週
末
に
は
多
様
な
市
民

活
動
の
表
現
の
場
と
し
て
活
用
で

き
る
空
間
を
作
り
ま
す
。そ
し
て
、

「
人
が
つ
な
が
る
、
集
う
場
と
な

る
、
ひ
ら
か
れ
た
駅
前
」
の
実
現

を
め
ざ
し
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
歩
き
た
く
な
る

駅
前
ま
ち
づ
く
り

橋
爪
氏
：
大
正
７
年
に
羽
衣
駅
と

伽
羅
橋
駅
の
区
間
が
開
通
し
、翌
８

年
に
高
師
浜
駅
が
で
き
ま
し
た
。　

　
浜
寺
か
ら
羽
衣
、高
師
浜
へ
と
続

く
海
岸
線
は
、い
わ
ゆ
る「
白
砂
青

松
」、自
然
の
眺
め
が
清
ら
か
で
美

し
い
景
色
に
優
れ
た
土
地
で
し
た
。

こ
の
土
地
は
駅
の
完
成
と
と
も
に
、

海
水
浴
、保
養
な
ど
を
目
的
と
す
る

別
荘
・
高
級
住
宅
街
と
し
て
発
展

し
、高
師
浜
の
海
水
浴
場
は
東
洋
一

の
リ
ゾ
ー
ト
地
と
し
て
、年
間
約

1
0
0
万
人
の
観
光
客
で
賑
わ
い

ま
し
た
。

駅
と
と
も
に

発
展
し
た
高
石
の
ま
ち

高石の発展は駅とともに

歴史から考える駅を中心としたまちづくり
　11月に開催された橋爪 紳也 氏による文化講演会「高石の洋風住宅と郊外生活 高師浜・羽衣・伽羅橋」の内容と、連続立体
交差事業を契機とする今後のまちづくりについて、阪口市長とのトークセッションの内容を一部お伝えします。
問合先　駅周辺整備課 ☎（275）6410　社会教育課 ☎（275）6437

今も残る浜寺公園の松の木

キャラバシ園の絵葉書

南海本線・高師浜線
連続立体交差事業

この事業は、南海本線・浜寺公園～
北助松（付近）間と高師浜線・羽衣
～伽羅橋間のうち、南海本線の約
3.1km と高師浜線の約 1.0km の線
路を高架化するものです。これによ
り市内 13 カ所の踏切が解消され、
東西が自由通路で結ばれ駅周辺が活
性化します。1997 年に事業認可を
経て 2005 年から鉄道工事に着手。
南海本線は 2016 年 5 月に下り線
の高架化が完了し、2021 年 5 月に
は上り線の高架化も完成。残る高師
浜線は現在工事中です。

鉄道高架化により生まれる新たな人
の流れを最大限に活用し、高石駅を
中心として東西のまちが一体となり
ます。そして、より一層魅力があふ
れる新しい高架化空間・駅周辺エリ
アを創造し、「居心地が良く歩きたく
なるまちなか」の実現をめざします。

イラストはイメージです

橋爪紳也氏

阪口伸六市長

大阪公立大学研究推進機構
特別教授

鉄道高架化による
新たな空間の活用

外観

洋館

高石駅前芝生化社会実験の様子

和館

キャラバシ園の歴史を伝える
｢旧赤木家住宅｣

　洋館は、20 世紀初頭のアメリカのコテージスタ
イルの影響を受けた洋館建築の典型で、大正 14 年
に完成。その後和館が増築され、和洋セットの先
進的な郊外型邸宅として作られました。
　平成 12 年に、国登録有形文化財に登録されまし
たが、令和４年に解体され、赤木氏より玄関ドア
などの貴重な史料は、市に寄贈いただきました。
　キャラバシ園の歴史を伝える旧赤木家住宅の
360度パノラマビューがご覧いただけ
ます。QRコードからご覧ください▶

高師浜の海水浴場
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